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＜ワーカーズコープとは＞

働く人や地域住民がみんなで出資し、みんなで話し合いながら事業を運営し、責任を分かち合って、人と地域に役立つ
仕事を自分たちでつくる協同組織で、「ともに生き、ともに働く」社会をつくる「協同労働」により誰もが安心して暮らせるまち
づくりを目指している協同組織で、2020年12月に根拠法となる「労働者協同組合法」が成立しました。
事業内容としては、公共施設の管理・運営、子育て支援、自立・就労支援等、多岐にわたっています。

本年９月より、ＳＫサポート「初」となります研修員として1年間の予定で
「永戸 亮」さんを迎え入れました。
永戸さんは、全国展開している日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連

合会センター事業団理事の要職にありますが、同組合の今後の事業展開におい
て、地域社会の高齢者対策が一層重要になってくるとの判断から、現在ＳＫサ
ポートが行っている成年後見業務や高齢者を対象とした各種相談業務等の実務
について体験して、ノウハウを高めていただくこととなりました。

ＳＫサポートの代表理事２名の揃い踏みが実現しました。

吉原 毅代表理事は昨年６月に「城南信用金庫」を退職し、ＳＫサポートの理事

長として実務に携わっております。そして、本年７月からは島田和男代表理事が

「さわやか信用金庫」を退職し、吉原理事長同様、ＳＫサポートの常務理事として

実務に携わることとなりました。

今後は、吉原理事長と島田常務理事の「両輪」により、実質的にＳＫサポートが

運営されていくことになります。加えて、理事長・常務理事の二人による「正会

員」である５つの信用金庫（さわやか、芝、湘南、城南、目黒）への訪問、講習会

の開催等、あらゆる機会を通して高齢者対策の重要性のアピールや具体的な高齢者

施策の提案等の積極的な活動により、ＳＫサポートと５つの信用金庫の一体感がさ

らに醸成するものと期待されます。

これにより５つの信用金庫においては、今まで以上に成年後見業務をはじめとし

た高齢者への手厚い対応が進展し、地域社会、地元の皆様にお役に立てる機会が増

加するものと思われます。

永戸 亮さん

吉原代表理事 島田代表理事



業務の状況 ＳＫサポートの業務は着実に伸展しています

累計件数（各月末）
2021年
9月

2021年
6月

法定後見受任 ３７ ３６

類

型

後見 ２７ ２７

保佐 ６ ５

補助 ４ ４

任意後見契約(後見人指定) ８７ ８２

種

類

委任業務 ６ ６

任意後見業務 ０ ０

一口情報 介護保険被保険者証（その2）

累計件数（各月末）
2021年
9月

2021年
6月

遺言執行者指定 ２６５ ２２８

遺言執行終了 ２２ ２１

死後事務委任契約 ２６ ２０

死後事務終了 １０ １０

（補正後の計数を使用）

家族信託契約書作成支援 ２７５ ２４１

任意後見契約書作成支援 １４０ １３２

講 習 会 さわやか信用金庫職員に対する講習会の開催

2021年9月24日（金）に城南信用金庫本
店会議室において、さわやか信用金庫職員
に対する講習会を開催しました。
この講習会は、さわやか信用金庫出身の

島田常務理事の呼びかけで、第１回目とし
て、さわやか信用金庫職員の４名の方が受
講されました。
当日は、島田常務理事、永戸研修員も同

席の中、吉原理事長が講師として「家族信
託契約書の作成支援」の事例を中心にご自
身の体験に基づき具体的な話をされました。

＜We are now！vol.25 介護保険被保険者証（その1）の続きです＞

（４）第1号被保険者が介護保険を利用する場合
○市区町村に「介護保険被保険者証」を市区町村に提出して要介護認定の申
請をします。

○市区町村では、提出した「介護保険被保険者証」の代わりに「資格者証」
を交付しますので、認定結果通知書と新しい介護保険被保険者証が届くま
では、「資格者証」を被保険者証のかわりに使用します。

（５）その他
介護サービスを利用する時には、必ず「介護保険被保険者証」と「介護保険
負担割合証」（所得に応じた介護保険の自己負担割合を証明する書類）を一
緒に提示します。




